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日曜・休日に実施している医療機関 午前10時～午後４時

月日 場所 施　設　名 科　　目 電話（048） 場所 施　設　名 科　　目 電話（048）

２

7 新座 志木小児科・アレル
ギー科クリニック 小、アレ 481-1064 志木 眼科龍雲堂医院 眼 471-0200

11 朝霞 富岡医院 内、循内、小 461-7581 和光 和光駅前クリニック
外、内、小、
整外、消内、
肛、リハ

460-3466

14 新座 城西内科クリニック 内、呼内、
糖内

042-421-
9321 朝霞 みらいず眼科 眼 423-7310

21 朝霞 磯貝医院 内、循内 463-2370 新座 志木耳鼻咽喉科医院 耳、気 472-9555

23 新座 新座内科おなか
クリニック 内、消内 424-5055 朝霞 渡邉クリニック朝霞 精 467-3584

28 朝霞 ファミリータイズ
クリニック 小、アレ 458-5522 和光 佐々木眼科医院 眼 467-0071

新型コロナウイルスの検査
朝霞地区医師会　岩
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☎464-4666
わたくしたちの健康

日曜日、祝日に
開局している
薬局
下のコードから
確認できます。

※当番医は変更になる場合があります。確認してからお出かけください。

実施日／２月11日（木・祝）・23日(火・祝)
受付時間／午前９時～ 11時30分
診察料／健康保険法の規定料金（保険証を必ずお持ちください。）
問／☎481-2211

●埼玉県南西部消防本部　☎048-460-0123
●埼玉県救急電話相談　♯7119（全国共通ダイヤル）または　☎048-824-4199
　(ダイヤル回線、ＩＰ電話、ＰＨＳ)

休日歯科応急診療所 救急医療のお問い合わせ（新座市保健センター内）

申…申し込み　問…問い合わせ

　未だに世界中で感染の勢いが収まらない新型コロナウイルス感
染症ですが、一般的に行われている検査にはどのようなものがあ
るのでしょうか。ニュース、情報番組やインターネットなどでも
情報が得られるとは思いますが、改めて簡単に解説してみたいと
思います。
　そもそも新型コロナウイルスってどんなウイルスなんでしょ
う？ウイルスは大きく分類してふたつに分けられます。ひとつは
DNAウイルスで、全世界から撲滅できた天然痘ウイルスやB型
肝炎ウイルスなどがあり、もうひとつが今話題の新型コロナウイ
ルスやインフルエンザウイルスなどが属するRNAウイルスです。
　現在、日常的に行われているウイルス検査には次のようなもの
があります。１．遺伝子検査　2．抗原検査　3．抗体検査です。
新型コロナウイルス検査もこれらの検査法で行われていますの
で、ひとつひとつ解説してみます。
1．遺伝子検査
　今回の新型コロナウイルス感染症の検査で一番耳にしたのが
PCR検査ではないでしょうか。このPCR検査も遺伝子検査のひ
とつpolymerase chain reaction（ポリメラーゼ連鎖反応）の略
で、核酸増幅検査と呼ばれています。コロナ禍では、すべての遺
伝子検査をPCR検査と総称しています。目的の遺伝子と結合す
ることのできるプライマーと呼ぶ遺伝子の型を一緒に熱を加えて
冷やすと、型と結合した遺伝子も、型のみも２倍に増加します。
これを40～50回ほど繰り返すことで数千億個～数兆個までに遺
伝子と型は増加します。最終的に結合した遺伝子を、数値化など
客観的に結果を得る方法を用いて判定します。これが核酸増幅検
査（PCR検査）と言います。これまでの核酸増幅には１～２時間
程度の時間を要していましたが、短時間（30分～１時間）で増
幅する方法が次々と開発され、現在の新型コロナウイルスの検出
に利用されています。
2．抗原検査
　抗原とは１種のタンパク質で、自然界だけではなく人工的に
作った有りと有らゆるタンパク質が抗原となり得ます。新型コロ
ナウイルスにもウイルス表面に特有のタンパク質を持ち合わせて

います。そのタンパク質を検出する方法が抗原検査です。検査方
法としては自動検査装置を用いる方法とイムノクロマトグラ
フィー法と言われる迅速簡易法があります。迅速簡易法は、検出
感度が自動機器を用いる方法より低いのですが、15分程度で結
果が判定できるのが特徴で、インフルエンザウイルスの検査など
で広く利用されています。インフルエンザの流行時期に、簡便か
つ短時間で検査ができることで注目された検査法でもあります。
3．抗体検査
　抗体とは抗原が体内に侵入（感染）すると、抗原を排除しよう
と特有の細胞やタンパク物質が作用し、抗原に対して特有のタン
パク質を産生します。これを抗体と呼び、抗原が侵入（感染）し
てから抗体が産生されるまでの時間によって生成されるタンパク
質のタイプが異なります。侵入（感染）してから間もなく産生さ
れるのがIgM抗体で、IgM抗体が減衰した頃から産生されて、あ
る一定期間で侵入（感染）防御の役割をするのがIgG抗体です。
このメカニズムを免疫応答と呼びます。
　新型コロナウイルスの検査では抗原検査より先に検査法が開発
されたのですが、IgG抗体とIgM抗体の別が判別できなかったた
め、感染直後なのが判らなく臨床的にはほとんど採用されません
でした。第１波の終わり頃にIgM抗体が検査できるようになり、
感染していたかどうかを調査する目的で利用されました。同様に
IgG抗体も判別できるようになりましたが、PCR検査や抗原検査
の短時間で検査できる方法や簡便な方法の普及により抗体を検査
することはほとんどありません。今後、無症候感染がどの程度あっ
たのかを調査することがある場合などにはとても有用な検査にな
ります。

　紹介した検査はそれぞれ特徴があり、目的に沿った検査を選択
する必要があります。検出感度が一番のPCR検査でも検出限界
がありますし、さまざまな要因による偽陽性、偽陰性となること
があります。それはPCR検査だけではなく抗原検査でも抗体検
査でも起こり得ます。利用している検査法やその検査キットの特
徴をよく理解して検査を実施することが大事です。


